
参加者の皆様へ

１．開催概要
本会は現地参加にて開催いたします。事前にホームページより参加登録をお済ませください。
第 49 回日本顔面神経学会は、第 35 回日本聴神経腫瘍研究会と合同開催いたします。
ご登録の際は、会期と参加区分、参加費を十分にご確認ください。

ご招待者以外の方で、「第 49 回日本顔面神経学会」と「第 35 回日本聴神経腫瘍研究会」の
両方にご登壇（司会・座長、発表）される先生におかれましては「合同参加」の区分にてご
登録をお願いいたします。

※ 参加登録はオンライン登録のみの受付となります。会場でもオンライン登録は可能ですが、
混雑緩和のため事前のご登録をお願いいたします。
※当日会場でも現金受付をいたしません。

２．参加登録期間・参加費
参加登録期間：2026 年 4 月 20 日（月）～ 6月 19 日（金）正午

参加区分
第 49 回

日本顔面神経学会
合同参加

会期
6 月 18 日（木）～
19 日（金）

6月 18 日（木）～
19 日（金）

医師 18,000 円 20,000 円

医師以外の医療従事者
（コメディカル等）

10,000 円

医学部学生・臨床研修医 無料

　Registration Fee Waived for International Participants
　 Physicians and allied health professionals attending from outside Japan, including Korea, may 
register free of charge.

　※ 参加費は不課税となります。インボイス番号は取得しておりません。
　※ 「医師以外の医療従事者（コメディカル等）」、「学生・臨床研修医」にて参加登録の方は、両会

に参加いただけます。
　※ 「医学部学生・臨床研修医」の区分にて参加登録される方は事前に学生証もしくは在籍証明書
の提出が必須となります。

・ 第 49 回日本顔面神経学会に参加登録をいただいた方は、第 16 回顔面神経麻痺リハビリテーショ
ン技術講習会にも参加可能です。

３．参加受付
場所：横浜市開港記念会館　地下
時間：6月 18 日（木）9：10 ～ 18：40
　　　6月 19 日（金）9：10 ～ 17：00

４．領収書
参加登録・決済完了後に届く自動返信メールから領収書のダウンロードが可能です。
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５．ネームカード、参加証明書
参加登録・決済完了後に届く自動返信メールから領収書をダウンロードいただき、総合受付
にプリントアウトもしくはスクリーンショットをご提示ください。
参加受付にてネームカード兼参加証明書をお渡しいたします。

６．プログラム・抄録集
日本顔面神経学会の会員の方には、第 49 回日本顔面神経学会のプログラム・抄録集を事前
に送付いたします。
学会当日は必ずご持参ください。
非会員の方や追加購入希望の方は、当日に会場にてご購入ください。1 冊 2,000 円（税込
10％）にて販売いたします。但し、部数には限りがありますのであらかじめご了承ください。

７．駐車場
会場近隣の駐車スペースも限りがございますので、公共交通機関をご利用ください。
また本会参加による割引サービスはございません。

８．クローク
場所：横浜市開港記念会館　1階　2号室
時間：6月 18 日（木）9：10 ～ 19：00
　　　6月 19 日（金）9：10 ～ 18：30

９．単位についてのご案内
本学会は、日本専門医機構の領域専門医更新における、日本耳鼻咽喉科学会に関連する学会、
日本形成外科学会に関連する学会としての出席単位が認められています。
出席、発表による単位取得については、4）関連学会における参加単位・発表単位について
もご参照ください。

１）単位付与される講習について
　　 耳鼻咽喉科領域講習（上限 2単位）および形成外科領域講習の単位は、以下のセッショ
ンで取得できます。

開催日 対象プログラム
耳鼻咽喉科
領域講習

形成外科
領域講習

専門医
共通講習

6 月 18 日（木）
9：30 ～ 11：00

シンポジウム 1
心からの笑顔を叶えるために

1単位 1単位 －

6月 18 日（木）
11：10 ～ 12：40

International Symposium
Current treatment modalities and future 
perspective for facial reanimation

1 単位 1単位 －

6月 18 日（木）
14：50 ～ 15：50

教育講演 1
笑顔と顔面神経の開かれた知見に
－顔面神経の末梢・中枢における仕組み－

1単位 1単位 －

6月 19 日（金）
9：30 ～ 11：00

パネルディスカッション 2
心からの笑顔に向けて
－より良い笑いの再建を目指して－

－ 1単位 －

6月 19 日（金）
11：05 ～ 12：15

特別講演：海外招待講演 1 単位 1単位 －

6月 19 日（金）
13：30 ～ 14：30

教育講演 2
心からの笑顔にむけたメイクアップケア

1単位 － －
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２）日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 会員の先生方へ
　　 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会では、2019 年より「日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員

カード（IC カード）」が、2025 年よりスマートフォンアプリ「日耳鼻ナビ（旧称：日耳
鼻アプリ」が導入され、学会参加登録と専門医講習参加登録ができるようになりました。
本学会ではどちらの方法でも登録が可能です。

　　【日耳鼻ナビおよびQRコードを用いた登録方法】
　　　 会場内に掲示、または投影される単位取得用QRコードを、各自が日耳鼻ナビアプリ

にて読み取ることで受講履歴が登録されます。あらかじめ本アプリをダウンロードの
うえ、ログインいただくことを推奨いたします。

　　　※ アプリケーションの不具合等に備えて「日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員カード
（ICカード）」も併せてご持参ください。

　　　① 学会参加登録：学会会場に来場時、総合受付横に設置されたQRコードを読み込む
ことで登録ができます。

　　　② 専門医講習受講登録：学会参加登録を済ませた後、入室ならびに退出時に、講習会
会場に掲示されたQRコードを読み込むことで登録ができます。受講前の受講登録
は不要です。読み取りが成功すると受講履歴、単位がシステムに記録されます。

　　【日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員カード（ICカード）を用いた登録方法】
　　　 カードリーダー上にカードを置くと、接続されたコンピュータ上に所有者の名前が表

示されます。コンピュータ画面を確認してからカードを取ってください。
　　　※「日本耳鼻咽喉科学会認定耳鼻咽喉科専門医証（旧カード）」は使用できません。

　　　①学会参加登録：学会会場に来場時、総合受付横で行います（横浜市開港記念会館地下）。
　　　② 専門医講習受講登録：耳鼻咽喉科専門医領域の受講の入退室時に会場後方の出入口

で行います。なお、②に先立って、①の登録が必要です。

３）日本形成外科学会会員の先生方へ
　　領域講習の参加登録はQRコード受講登録（新システム）を用いて行います。
　　 受講等の登録に関しては会員マイページから個別のQRコードを表示し、QRコードを
読み取ることで受講登録を行います。

　　 忘れずにスマートフォンやタブレットなど会員マイページを提示できる端末をご持参く
ださい。

　　受講前の受講登録は一切不要です。
　　そのまま会場にて希望する講習を受講してください。
　　 入場は開始後10分以内とします。講習終了後、会場出口のQRリーダーに各自でQRコー

ドをかざすと受講が記録されます。QRリーダーへの登録は講習終了 10 分前～終了後
10 分以内の退出時にお済ませください。

　　 学術集会終了後 2週間～ 1ヶ月程度でWEBの会員マイページ内「専門医ページ」に受
講状況を反映しますので、反映後 1ヶ月以内に必ず受講料の決済を行ってください（決
済期間を過ぎると受講単位を取得できません）。

　　 決済が完了すると、自動的に単位が付与され、会員マイページに反映されます。以上で
受講単位の登録が完了します。

　　 受講証明は会員マイページ「専門医ページ」に記載されますので、受講証明書の発行は
ありません。

15The 49th Annual Meeting of the Japan Society of Facial Nerve Research



４）関連学会における参加単位・発表単位について

耳鼻咽喉科頭頸部外科学会　専門医更新 参加　2単位、発表　1単位

日本形成外科学会　専門医更新 参加　2単位、発表　1単位

日本ペインクリニック学会
専門医更新のための生涯教育基準点数

参加　3点
※更新時に本学会の参加証のコピーをペインクリニッ
ク学会へご提出ください

日本言語聴覚士協会　生涯学習プログラム

参加　1単位
※ 申請時に本学会の参加証（コピー可）をご提出くだ
さい
発表　筆頭著者のみ 1単位
※ 申請時に本学会の発表抄録のコピーをご提出ください

日本作業療法士協会
参加・発表ポイント　取得可能
※ ホームページ（https://www.jaot.or.jp/）を参照の
うえ、会員個人にて申請ください

日本理学療法士協会　生涯学習ポイント
参加・発表単位　取得不可
※ 制度の変更に伴い、本会参加・発表による単位付与
はございません

【合同参加の方へ】
　耳鼻科の先生方は、第 35 回日本聴神経腫瘍研究会の参加単位（0.5 単位）の取得も可能です。
　 現地参加者は、来場時に、総合受付（横浜市開港記念会館　地下）横の端末にカードをタッチ
してください。

10．第 16回顔面神経麻痺リハビリテーション技術講習会について
日　　時：6月 17 日（水）講習 12：00 ～ 15：00、試験（希望者のみ）15：15 ～ 16：00
会　　場：第 1会場（横浜市開港記念会館）
参 加 費：リハビリテーション技術講習会にのみ参加の方は 5,000 円（不課税）
参加方法：事前参加登録制（詳しくは学会ホームページをご参照ください。）
※ 第 49 回日本顔面神経学会出席の方は、第 16 回顔面神経麻痺リハビリテーション技術講習
会にも参加可能ですが、講習会の事前参加登録も必要です。

11．インターネット（Wi-Fi）環境
会場にはWi-Fi 環境の準備はございません。

12．ゴミの持ち帰り
持ち込まれたゴミは各自お持ち帰りください。
ランチョンセミナーで配布される飲食物のゴミのみ、ランチョンセミナー終了後に回収いたします。

13．その他
1）写真撮影・録音・録画は禁止とさせていただきます。
2） スマートフォン・携帯電話は、電源をお切りいただくか、マナーモードに設定をお願い
いたします。

3）質疑応答で質問・発言を希望される方は、予めマイクの前で待機してください。
　   司会・座長の指示に従い、所属・氏名を述べてからご発言ください。発言は簡潔にお願
いいたします。

4）ランチョンセミナーの整理券の配布はありません。当日直接会場にお越しください。
5）全館禁煙です。
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